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自己評価 外部アンケート 改善策 自己評価 外部アンケート 改善策
①
②

③

・

・
・

挨拶をする習慣を身につけさせるために、全職員をあげて挨拶運
動を行う。
時間に余裕を持った行動を指導する。
他者を思いやる行動や言動を身につけさせ、ＩＴ機器の適切な利
用について指導を徹底する。

Ｂ
Ａ
Ｂ

Ａ
／
／

職員による定期的な登校時の挨
拶指導に加えて生徒による取り
組みも増やしたい。ＳＮＳの活
用方法の点検を定期的に指導し
たい。

Ａ
Ａ
Ｂ

Ａ
／
／

生徒と共に挨拶運動を行うことが
効果的であったため、定期的に実
施する。
SNSの指導は、状況に応じて随時指
導をしていく。

④
⑤
⑥

・
・

・

雨天時の雨合羽着用を徹底させる。
登下校やマナーアップ運動を通しての交通安全指導を組織的に行
う。
自転車駐輪場所の遵守、施錠の徹底を図る。

Ａ
Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ
／

状況に応じた適切な交通指導を
随時検討して、実施する。校内
での無施錠が目立つので点検・
声かけを行う。

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
／

交通ルールを理解している
が、危険予測力が低い生徒
が多い。現場での交通指導
を徹底する。

⑦

⑧

⑨

・

・

・

教育相談会議・生徒部会議で情報交換により連携を図り、チーム
での支援体制を確立する。
ＳＣへ生徒状況の報告、ＳＣからのアドバイスの伝達、ＳＣと生
徒・保護者との面接が円滑に行われるようＳＣとの協働を図る。
本校のいじめ防止基本方針にのっとり、生徒の人間関係の健全な
構築を心がけて、いじめの未然防止に努める一方で、発生したと
きは組織的に迅速に解消する。

Ａ
Ａ
Ａ

／
／
Ａ

教育相談係とＳＣの連携がうま
く機能しているので、関係教職
員で組織的な生徒への対応がで
きるよう努める。

Ａ
Ａ
Ａ

／
／
Ａ

生徒の問題やいじめに対し
て組織的に迅速な対応がと
れた。
　今後、未然防止に対する
取り組みを検討していきた
い。

⑩

⑪

・

・

生徒会総務及び実行委員等と連携を図り、意思疎通を密に図りな
がら、各行事の指導・助言を行う。
部・部顧問との連携を強化し、施設等の効率的な活用を推進しな
がら全国大会出場種目を増やし、ボランティア活動を全校で積極
的に取り組めるよう、生徒会総務を中心に活動を進め、地域と連
携を図っていく。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

生徒会・実行委員・部長など生
徒のリーダーを育て、生徒の主
体的な取り組みにより校内がよ
り活性化するように働きかけ
る。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

各部署においてリーダーを
育て、お互いに刺激し合
い、高められる組織が形成
できるよう働きかける。

⑫
⑬

・
・

「保健だより」やその他の健康関連情報を適宜発信する。
生徒の健康状態・定期健康診断の結果を踏まえ、必要に応じた処
置や受診指導を行う。 Ａ

Ｂ
Ａ
Ａ

自身の健康管理に努めている生
徒の割合が86％であった。引き
続き、健康管理情報の発信を工
夫し、適切な指導を行いたい。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

自身の健康管理に努めている生徒
の割合は88％であった。引き続
き、最新の健康関連情報の収集に
努め、適切な情報発信を行う。

⑭
⑮

・

・

職員及び生徒保健委員による校内巡視や環境測定を定期的に実施
し、衛生的で安全な学習環境を維持する。
冷暖房や照明等の適切な使用の指導、及び施設・設備の点検・整
美を行い、必要に応じて机や椅子などの入れ替えに対応する。

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

快適な学習環境が整えられてい
ると感じている生徒が90％。今
後も校内巡視等を定期的に実施
したい。

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

快適な学習環境が整えられている
と感じている保護者の割合は
94％、生徒は86％と開きがあり、
学校全体での取り組みを更に進め
たい。

⑯ ・清美委員によるゴミの分別指導をさらに充実させ、家庭内から持
ち込んだ物のゴミの持ち帰りを徹底させる。

Ｂ Ｂ

ゴミ分別の意識の高い生徒は
91％で昨年とほぼ同じであっ
た。100％に少しでも近づくよ
うな指導の徹底をはかりたい。

Ｂ Ｂ

第1回と同じく、ゴミ分別
意識の高い生徒の割合は
91％だった。引き続き問題
意識の共有に努め、分別の
徹底をめざしたい。

⑰ ・防災避難訓練当日だけでなく、日頃から防災意識を高める。

Ａ Ａ

訓練時だけでなく、日常生活で
の防災意識を涵養する方策を模
索していきたい。 Ａ Ａ

訓練時的確に行動できたと
する生徒は95％。昨年より
向上した。継続的に意識喚
起に努めたい。

⑱ ・ＰＴＡ総会の内容を充実させ、ＰＴＡ総会時の駐車場をさらに確
保する。

Ａ Ａ

ＰＴＡ総会の参加者が438名
で、参加率は49.7%であった。
昨年度の46.2%からは大きく増
加し、目標の50％をほぼ達成で
きた。来年度もさらに出席率を
上げ50%を超える工夫を凝らし
たい。

Ａ Ａ

ＰＴＡ総会の参加率は
49.7%であり、目標の50％
をほぼ達成できた。来年度
もさらに出席率を上げ50%
を超える工夫を凝らした
い。また、同窓会行事も予
定通り滞りなく行えた。

⑲
⑳

・

・

機会ある毎に、モラルやセキュリティに関する情報を職員に提供
する。
Ｗｅｂページ担当者は、早い時期にホームページビルダの利用方
法とｗｅｂページ更新手続に慣れる。 Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

コンピュータ管理が教育セン
ターに移行し、PCのセキュリ
ティは向上した。教育センター
の指示に従い職員の意識向上を
図る。
Webページの随時更新しを続け
る。

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

成績処理は仮想PC上で行うこと
と、管理職によるUSBメモリ管理に
より、セュリティの向上を図る。
緊急時に保護者が管理職や主任へ
連絡できるベージを追加する。

㉑ ・行事等における臨時時間割の編成・曜日間の授業の入替え・授業
カット時のローテーションを、年間を通して計画的かつ円滑に実
施し、教科主任会議を定期的に実施する。

Ｂ Ｂ

職員アンケートでは授業時間確
保に努力していると感じるが、
強く感じているとある程度感じ
ているで９８％であった。昨年
度は１００％であったので、後
期時間割で、さらなる授業時間
確保に努めたい。

Ｂ Ｂ

職員アンケートでは授業時
間確保に努力していると感
じるが、強く感じていると
ある程度感じているで９
８％であった。授業カット
や授業変更を有効に実施
し、１００％を目指した
い。

㉒ ・学年・ＳＳＨ部・進路部・生徒部との連絡を密にし、学校行事と
諸活動を充実した意義あるものにするとともに、授業時間を適切
に管理する。 Ａ Ａ

各分掌・各学年との連絡は密に
している。行事や諸活動が授業
をさらに生かすものになるよ
う、適切に管理している。

Ａ Ａ

各分掌・各学年との連絡は
継続して密にしている。授
業時間を適切に管理してい
る。

㉓

㉔

・

・

教科の枠を超えた教員同士の授業参観と指導方法の研修を推進す
る。
シラバスの活用に努める。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

授業改善が推進されていると強
く感じているとある程度感じて
いるのアンケート結果が９８％
であった。シラバスは定期的に
活用し、また、教科の枠を超え
た授業参観・指導方法の研修は
新し試みでもあり、今後も推進
していく。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

授業改善については教科間の授業
参観、及び教科を超えた授業参観
を行い、授業研究を実施した。さ
らに研修を進めるために求められ
るテーマを研究したい。シラバス
は、年々、内容がグレードアップ
され、生徒、職員もさらに活用し
たい。

㉕ ・教務関係業務について見直しを進め、ミスの起こらない工夫・手
立てを考え、実行に移す。

Ｂ Ｂ

コンピュータシステムの変更、
入試制度の変更、教育課程の変
更等に正確に対応し、教務関係
業務を各係で実行している。

Ｂ Ｂ

広報渉外部と連携し、コンピュー
タの新システムの本格実施に対応
したい。教務関係の業務分担を確
認し、書類等のチェック機能を強
化する。

㉖

㉗

㉘
㉙

・
・
・
・

各授業で、学ぶ意味を共に考える。
進路行事・講演会の質を高め、志を育て、夢を育む。
各種行事へ積極的に参加させる。
各種面談をし、生徒に自信を持たせる。

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

・時間の使い方を教え、自己管
理の出来る生徒に変えていく。
・ＬＨＲの利用と情報提供。
・各行時の目標の明確化と共
有。
・個に対する指導の徹底。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

・やるべきことを明確化し
学習意欲を向上させる。
・情報提供とその利用方法
を習得させる。
・校外実施の研修への参加
を促す。
・各種面談の実施。

㉚

㉛

㉜

・
・
・

教科指導力を向上させる。
現状分析と迅速な対応と３年間を見通した指導を行う。
教科・学年内での意思統一と目標を共有する。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

・教師側が向上心を持ち続け、
切磋琢磨し精進する。
・教科内での会話を増やし、共
通理解を高める。
・授業力の向上と教科担当者と
生徒の面談の実施。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

・アンケートのフィード
バック、授業研修により、
指導力の向上に務める。
・シラバスの質を上げ、そ
れに沿った授業を実施す
る。
・情報交換の徹底。

㉝

㉞

・

・

１学年においてはルーブリックを早期に提示し、職員間の協議の
場を研修等で設けることを定例化する。
物事を論理的にとらえられるようにするために読書を推奨し、各
教科の基礎基本を徹底的に身につけさせ、ＳＳＨ活動に丁寧に取
り組むことにより、その思考法を学習活動に生かせるように指導
する。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

・前期の職員アンケートにおい
てSSHの内容を理解している職
員が94%である。SPⅠの事前研
修は定例化した。
・夏期休業中の課題で1冊以上
読んでリサーチクエスチョンを
検証する課題を実施し、その発
表会を行ったが、一般教科に敷
衍できたかを検証していく。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

・後期の職員アンケートにおいて
SSHの内容を理解している職員が
92%である。
・ルーブリック評価の分析の結
果、８４％のグループが予備調査
から本調査への活動を実施し、
PDCAサイクルを1巡することができ
たと判断される。

㉟
　

㊱

・

・

２学年においては、1学期の段階で物理化学数学等において２時間
単位で終了する簡単な課題研究の型を示しながら、統計学や数理
モデルの活用法を少人数で示すようなカリキュラムを開発し、実
践する。
ＳＰの時間だけでなく、上記の内容をＳＳＨ物理Ⅰや化学、数学
ⅡBとも連携して実施し、論文やポスターの作成時間を十分に確保
する。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

・研究スキル習得講座として実
践を行った。
・数理モデルの活用については
SSH物理の中で取り入れて実践
している。論文やポスターの作
成時間はある程度確保ができて
いるが、改善の余地はある。

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

・3学年においては、PDCAサイクル
を７０％のグループが1巡回すこと
はできたが、再現性や妥当性の確
認において課題がある。
・数理モデルを活用した課題研究
が増えている。統計学においては
課題がある。

㊲

㊳

・

・

スーパーサイエンス部に登録した部員だけに情報を提供するので
はなく、全生徒に提供し、講座毎に参加を希望する生徒で行うよ
うにする。
科学コンテストの企画内容や意義を発信し、参加へのモチベー
ションを高めるとともに、競技力の向上について丁寧に指導す
る。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

・スーパーサイエンス部の活動
を広く周知した結果、定員の
78%が埋まるような実践ができ
ている。
・科学系部活動において化学コ
ンテストに参加するようになっ
た。全国大会に参加する団体が
まだでていない。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

・スーパーサイエンス部の
活動を広く周知した結果、
定員の72%が埋まるような
実践ができている。
・科学の甲子園やディベー
トコンテストにおいて全国
大会出場を果たした。

㊴
㊵

・

・

新入生への読書オリエンテーション及び授業で図書館を活用する
ことで、読書への関心を高める。
読書案内の「群青」を媒介として、教員との読書体験を共有し、
生徒の読書週間の充実をめざす。

Ｂ Ｂ

・読書体験の重要性を各教員間
で共有して、生徒に還元する。

Ｂ
／

『群青』だけでなく、広報
誌等を通して、教師が薦め
る本を紹介する機会を増や
す。

㊶ ・図書館主催の行事・発行物の充実を図る。

Ａ Ａ

・インフォメーション等、図書
館からの刊行物を充実させ、効
果的な広報活動に努める。 Ａ ／ 

発行する号によって担当す
る職員を変えてみると、趣
も変わるし、ワークシェア
にもなる。

㊷ ・ＳＳＨ関連図書の整備と活用促進を図る。

Ｂ Ｂ

・１年生の課題研究においては
学年と連携して取り組むことが
できた。引き続きSSH部や関連
教科との連携を図ってゆきた
い。

Ｂ ／ 

インターネットでなく、書
籍にしかできない点を模索
してゆく必要がある。

Ⅴ ３年間を見
通したキャリ
ア教育を推進
し、進路目標
を達成した上
で、自己実現
を図っていま
すか。(進路
部)

１５ 高い志を育成し、学ぶ意
味を知り、自ら学ぶ生徒を育て
る。

学習時間を増大させる。
部で活動中：平日平均学習時間　最低でも2.5時間
部活引退後：平日平均学習時間　最低でも3.5時間
１年次：志（どのように社会貢献をするか）と夢
（何をやりたいか）の明確化を図る。
　２年次：学部・学科の明確化と志望大学の決定
　３年次：受験大学の確定
志と夢、志望大・学部・学科を明確化する。
志、夢を叶えるための具体的道筋を理解させる。

１６ 学力・進学実績の向上を
達成する。

授業観察・授業研修と生徒によるアンケートを活用
する。
模試の成績を向上させる。
　１年次：英数国総合ベネッセ偏差値　６５
　２年次：英数国総合ベネッセ偏差値　６５
　３年次：英数国総合ベネッセ偏差値　６２
教師・生徒の信頼関係を向上させる。

Ⅵ ＳＳＨ事業
を効果的に運
営して、課題
を解決するた
めに必要な思
考力、判断
力、表現力、
主体的に学ぶ
態度を育成し
ていますか。
(ＳＳＨ部)

１７ １学年と連携して課題を
解決するために必要な思考力、
判断力、表現力、主体的に学ぶ
態度の基盤を主として課題研究
Ⅰの活動を通して育成する。

職員間で具体的に育成すべき生徒像を共有できてい
る状態で課題研究Ⅰの指導に職員があたっている。
ルーブリック評価の分析において、ＰＤＣＡサイク
ルを一巡したと自己評価し教員も評価する１学年の
グループが７０％以上である。

１８ ＳＳＨクラスにおいて、
課題を解決するために必要な思
考力、判断力、表現力、主体的
に学ぶ態度を主として課題研究
ⅡⅢの活動を通して深化させ
る。

ルーブリック評価の分析において、ＰＤＣＡサイク
ルを一巡したと自己評価し教員も評価するＳＳＨク
ラスのグループが８０％以上である。
統計学や数理モデルの考え方を活用した課題研究を
行うグループが複数現れている。

Ⅲ ＰＴＡ・同
窓会・地域と
連携し、本校
の教育活動を
発展させてい
ますか。(広報
渉外部)

９ ＰＴＡ・同窓会・地域と連
携し、開かれた学校づくりを推
進する。

ＰＴＡ総会の出席率が５０%を超える。

１０ 情報管理を徹底した上
で、情報　モラルについて機会
がある毎に職員に情報を提供
し、セキュリティ意識の向上を
図るとともに、必要な情報は、
Ｗｅｂページ等を利用し積極的
に発信する。

職員の情報セキュリティ意識の向上を図る。
Ｗｅｂページを随時更新する。

Ⅳ 質が高く、
内容が豊かな
「力のつく授
業」を展開
し、学力を向
上させていま
すか。(教務
部)

１１ 適切に授業時間を確保
し、力のつく教育課程を編成し
実施する。

行事前に時間的余裕を持って臨時時間割を提示し、
年間行事予定表へ速やかに入れ替えの記載を行い、
新学習指導要領に対応する教育課程を編成する。

１２　校内諸活動計画の調整を
行う。

調整ミスによる直前の計画変更や、当日に中止する
という事態を起こさない。

Ⅱ 健康と安全
への理解を深
め、学習環境
と教育設備の
整備に努めて
いますか。
(保健環境部・
事務部)

５ 健康な身体と健全な精神を
育成するため、自主的・積極的
に心身を鍛えることができる資
質・能力を養う。

「保健だより」を定期的に発行する。
家庭に向けて体調不良時の受診の呼びかけを強化す
る。

６ 健康的で落ち着いた集団生
活を維持するために、安全で衛
生的、かつ快適な学習環境を整
備する。

保健委員による校内巡視を毎月実施する。
学習環境が快適であると感じている生徒が８０％以
上である。

７ 校内美化の推進及びゴミの
分別・減量を徹底し、リサイク
ル活動に取り組み、省エネエコ
活動を推進する。

８ 防災意識を高める。

ゴミの分別を徹底する。

第１回　点検・評価 第２回　点検・評価
評価対象 評価項目 具体的数値項目

Ⅰ ３Ｆ精神に
根ざす活力あ
る高高生を育
成し、活気あ
る学校づくり
を進めていま
すか。(全体・
生徒部）

１ 生活規律を確立する。 各学期１回挨拶週間を設定する。
移動教室や集会の動き出しを早めてチャイムスター
トを徹底する。
全校生徒のフィルタリングと非公式サイトの未登録
を徹底する。

２ 交通安全を推進する。 雨合羽着用率が１００％である。
交通事故の苦情が０件である。
自転車の盗難・いたずら・無施錠が０件である。

Ⅶ　活字に親
しませて読書
習慣を育むこ
とにより、人
間性を豊かに
するとともに
知力を向上・
深化させてい
ますか。(広報
渉外部)

２１　図書委員会の活動を充実
させる。

２２　ＳＳＨ課題研究論文の作
成を支援する。

図書委員会の活動が活発である。

羅　　　針　　　盤
方　　　　　　　　　策

４ 生徒会活動を充実させる。 定期戦アウェイでの第７３回大会の勝利と翠巒祭の
成功を導く。
部活動加入率の増加・高校総体優勝を実現し、年１
回以上の地域の清掃活動と全校生徒による古紙回収
を行う。

３ 教育相談業務を充実させ
る。

毎週教育相談・生徒部会議を実施することにより、
教育相談係を中心にチームとして協力し、教員一人
による抱え込みを防止する。
生徒・保護者がＳＣを有効活用するためのマネジメ
ントを教育相談係を中心に管理する。
いじめの発生防止に努め、発生した場合は組織的に
対応して100%解消する。

ＳＳＨ関連図書を１００冊以上収蔵する。

訓練時の行動に関する生徒の自己評価が９０％以上
である。

１３ 教員個々及び集団として
の教科指導力の向上と授業改善
を推進する。

教科の枠を超えた教員同士の授業参観と指導方法の
研修を年２回以上実施する。
新しいシラバスを評価する生徒が80％以上である。

２０　生徒の読書習慣を早期に
育成するとともに、図書館利用
の活性化と蔵書管理を徹底す
る。

貸出冊数が２０００冊を超える。
図書館利用者数が月３００人以上である。

１４ 成績処理・各種教務関係
書類作成等の事務を正確かつ適
正に実行する。

教務部の係ごとの打合せ回数を増やす。

１９ スーパーサイエンス部の
活動を一層普及させ、科学に対
する興味関心を向上させるとと
もに、自己実現に向けて主体的
に学ぶ態度を育成する。

ＳＳＨ事業を多くの生徒が享受できる状況あり、多
くの生徒がＳＳＨ事業の課外講座に参加できるよう
にする。
科学の甲子園などの科学コンテストにおいて全国大
会に出場する団体が２つ以上である。
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